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政権奪取、民主党の確かな手応え？ 
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 あり得ない。ここでは、「新春超歴史ミステリー古代ローマ 1000 年史」をやっていない。

今日、九州から東北まで移動するとき、夜はこの番組をみようと楽しみにしていたのに―

―1994 年巨人中日 10.8 決戦を東北で放送していなかった経験以来の残念（涙）。暇になっ

たので文章でも書いて遊ぶことにした。 
  
 飛行機のなかで読んだ日経の記事「決戦の年、与野党幹事長に聞く、自民幹事長伊吹文

明氏、政界再編の主導権争う」中の伊吹幹事長の言葉、「民主党のような財源の裏付けのな

い人気取りだけの公約では日本は沈没する」が記憶に残っている。確かにその通りだと思

う。しかし、民主党の人気とり政策に対する世間の対応のなかには、どうも妙な動きがあ

る気がしないでもない。そのことについて書いておこうと思う。 
 
 昨年末、例年の如く、10 年ほど前にケンブリッジで過ごしていた面々で集まった。当時

の学生は立派な研究者に、当時の若手官僚・裁判官は今や中枢の仕事を担当していたり、

なかには政治家になっていたり、次第に同席する連れ合いが増えていって今や毎年 20 人ほ

ど集まる彼らと、年に一度会って話をするのはなんともおもしろい。キャラクター的に促

されて僕が「じゃぁ今年もやるか」とみなにメールを出す役回りの、未だ名前もない会に

ついては、勿凝学問 70にも触れているのでご参照あれ。 
 
 さて、昨年末の会の日の朝刊に、前日 12 月 28 日に民主党が道路特定財源の暫定税率廃

止をアピールするビラ「民主党の税制改革でガソリン２５円値下げできます」を作成し国

会議員や全国の県連事務所に送付した記事が載っていたので、時節柄(?)その話題になった。

彼らは地元に帰れば「道路を作ります」とも言っているようで、いつもながら財源問題な

しの「人気とりだけ」で勝負をしようとする民主党はあたま痛いねという会話のなかで、

いつのまにか、「彼らに政権でも獲らせないとあの政党はどうしようもないですよ」という

流れができていた。 
 民主党の言うことを素直に信じる層はそれはそれでいるのかもしれない。けれども、野
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党第１党が「人気とりだけの公約」を掲げ続けているのはこの国の危機と判断できる層の

なかに、「彼らに政権でも獲らせないと・・・」という流れが出はじめているのが、わたく

しにとってなんとも興味深い。 
ひょっとして彼ら民主党は、そうした流れになるのをねらった高等戦術をとっているの

かもしれない――彼らが無責任なことを言えば言うほど、政権奪取に確かな手応えが生ま

れてくる（笑）。いやはや、この国の民主主義のレベルはなんとも(T_T)ﾄﾎﾎｯ 


